
　

No.1

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

教員が授業でＩＣＴを有効に活用してい
ると回答した生徒の割合が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

授業の学習活動の中で「表現する力・伝
える力が向上した」と感じる生徒の割合
が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

３年次の全商検定１級３種目の取得者
が、

Ａ　１６０人以上である

Ｂ　１４０人以上である

Ｃ　１２０人以上である

Ｄ　１２０人未満である

④ 年間を通じて調査

② 生徒の知識・技能や思考力・判断
力・表現力、学習への積極性を高め
るための評価を工夫・実践する。

教務課
各教科

　昨年度新たに導入された観点別学習
状況評価において、評価材料、評価方
法を試行錯誤しながら蓄積していると
ころである。引き続き、生徒の学力を
多面的・多角的に評価し、各観点を偏
りなく評価することができるよう工
夫、改善を進めていきたい。

　検定試験へ向けた生徒の
学習意欲を喚起するととも
に、商業科の教員やクラス
担任と連絡を密にとりなが
ら補習授業等を行い、生徒
の資格取得を支援していき
たい。

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

教務課
各教科
各学年
特活指導
課

　昨年度の生徒対象のアンケートで
は、肯定的回答が８１％で、一昨年度
の７９%からやや上昇した。今後、さら
なる高評価が得られるよう、授業にお
ける評価場面を工夫するほか、部活動
や金商デパートなどの教育活動をその
応用の場として設定し、表現力・伝え
る力の育成に努めていきたい。

各種検定試験の取組を通して学習意
欲を高める。商業科と情報交換しな
がら、現状把握に努め、授業・補
習・課題をセットにした取組を行
う。

教務課
商業科
各教科

　一昨年度の取得者数と比較すると、
約３０人の減少となった。昨年度の３
年生は、入学直後に２か月間の休校と
なった学年で、基礎基本を固めるべき
時期に満足な指導を行えなかったこと
が、その要因の一つである。
　今年度からは、１年次の１学期に、
商業高校での学びの意義を生徒が理解
できるように丁寧な取組を行い、検定
受検へ向けての意欲の喚起につなげて
いきたい。

【成果指標】
各学年でそれぞ
れの目標を持
ち、資格取得の
意欲が向上し、
取得につながっ
ている。

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法及び
内容を検討

【満足度指標】
授業の学習活動
の中で「表現す
る力・伝える力
が向上した」と
感じる生徒が増
加している。

評価がＣ・Ｄの場
合、方法及び内容
を検討

【努力指標】
生徒の知識・技
能、思考力・判
断力・表現力、
学習への積極性
を図るための評
価方法を工夫・
実践している。

生徒の知識・技能、思考力・判断力・表
現力、学習への積極性を図るための評価
方法を工夫・実践した教員の割合が、

　昨年度の生徒対象のアンケートで
は、肯定的回答が、一昨年度とほぼ同
程度の６８%であった。教員対象のアン
ケートも同様の傾向で、ＩＣＴ活用へ
の意識は高まっていない。しかしなが
ら、研究授業においては、ＩＣＴの有
効活用に積極的に挑戦する授業が見ら
れた。

【満足度指標】
教員が授業でＩ
ＣＴを有効的に
活用している。

評価がＣ・Ｄの場
合、授業方法及び
内容を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
全体  【８２】％
１年　【８４】％
２年　【７８】％
３年　【８４】％

　肯定的回答が８２％で昨
年度と同程度であった。今
後さらなる高評価となるよ
う、引き続き授業だけでな
く、金商デパート等の実践
教育の場や部活動において
も表現力等の育成に努めて
いきたい。

評価：【　Ｂ　】

前期生徒による授業評
価アンケート
肯定的評価の割合
【７６】％

　生徒の肯定的回答は、昨
年度より８ポイント増加し
７６%となった。教員対象
のアンケートでは、同様の
項目で肯定的回答が昨年度
の８０%から８３%へと上昇
している。教員のＩＣＴの
有効活用が生徒へのわかり
やすい授業につながり、い
ずれも肯定的評価の増加に
つながった。昨年度より１
人１台端末が配備され、よ
り一層のＩＣＴを有効活用
した授業研究と実践が必要
となっている。

令和５年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

１ 新学習指導要領の趣旨
を活かした授業実践に
努めると共に、主体
的・対話的で深い学び
の実現と、資格取得に
向けたスキルの習得と
を両立した授業実践に
取り組む。

① 生徒の主体性を引き出し、学力の向
上につなげるため、今年度は特に、
ＩＣＴの有効な活用方法を考え、授
業において実践する。

教務課
各教科

評価がＣ・Ｄの場
合、改善策を検討

前期、後期に教
職員を対象にア
ンケート調査

評価：【　Ａ　】

前期教職員による学校
評価アンケート
肯定的評価の割合
【９２】％

　観点別学習状況評価が実
施されて２年目となり、新
たに２年生の科目において
観点別評価を行っている。
昨年度末の８６％から９
２％に肯定的評価の割合が
向上しているが、より一層
の評価材料、評価方法の蓄
積が必要となっている。

③ 授業を中心に学校生活全般を通じ
て、表現する力・伝える力を向上さ
せ、社会の即戦力として活躍できる
人材を育成する。



No.2
肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　８５％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ａ　１３０日以上である

Ｂ　１１０日以上である

Ｃ　　９０日以上である

Ｄ　　９０日未満である

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　６０％以上～８０％未満である

Ｃ　４０％以上～６０％未満である。

Ｄ　４０％未満である

９月から外部講師を招いて
のマナー講習会などを、金
商デパート直前には校内の
講習会を行う予定である。

④ 基礎的な英語を使っての実践的なプ
ロダクティブ・スキル（話す力・書
く力）に重点を置いたコミュニケー
ション能力の育成に取り組む。

外国語科 　昨年度の生徒対象のアンケートで
は、肯定的評価は７０％を超え、一昨
年度の６４％から向上した。シンガ
ポールとのリモート研修や、アクティ
ブ・イングリッシュなどの授業で、実
践的な英会話を経験した生徒たちの評
価が数値を押し上げている。ただし、
それらの経験者は限定的なので、今年
度は、全員が履修する授業にの改善を
図り、８０％超を目指したい。

【成果指標】
年間の様々な取
り組みを通し
て、英語を使っ
て自分の考えを
相手に話した
り、書いたりし
て伝える力が向
上したと生徒自
身が実感でき
る。

生徒の自己評価アンケートで、前述の能
力が「以前より向上した」と感じる生徒
の割合が、

③ マナー教育を含めた総合的な商業教
育実践の場となっている金商デパー
トに積極的に取り組む。

特活指導
課

　昨年度の生徒対象のアンケートで
は、肯定的評価は９０％超となった
が、一昨年度の９６％に比べるとやや
低下した。
　今年度は、金商デパートで活用した
い知識や技術の明確化を図り、生徒が
より実感をもって、商業の学びを実践
できるよう段取りしていきたい。

【満足度指標】
金商デパートに
おいて商業科で
学んだ知識や技
術を生かせてい
る。

金商デパートにおいて、商業で学んだ知
識や技術を生かせたと感じる生徒の割合
が、

　学期ごとに、話すこと
（やりとり・発表）・書く
ことのパフォーマンステス
トを実施し、言語活動の成
果を確認している。今後
は、生徒が学習上の課題の
解決に向けて主体的に取り
組むことができるように、
授業改善を図る。

評価がＣ・Ｄの場
合、授業や考査の
あり方・内容を検
討

年度末に科とし
ての独自アン
ケート調査

　前期においては、遅刻ゼ
ロの日は２８日であった。
昨年度の同時期は３７日、
年間を通じて１１１日であ
り、Ｂ評価であった。
　常習的に遅刻をしてしま
う生徒が増加しており、そ
の要因は基本的生活習慣が
確立していないことにあ
り、家庭との協力が不可欠
である。今後とも学年担任
団や家庭との連絡を密に
し、遅刻者が減少するよう
努力したい。

【満足度指標】
相手の顔と目を
見てさわやか
な、相手に伝わ
る挨拶ができて
いる。

生徒が、「相手の目を見て、さわやかな
気持ちのこもった」挨拶をしていると評
価する割合が、生徒、保護者、教職員の
いずれにおいても、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

前期、後期に全
生徒、保護者、
教職員を対象に
アンケート調査

評価：【  Ａ  】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
生徒  【９２】％
保護者【９３】％
教職員【８８】％

　昨年度の同時期と比べ、
生徒、保護者の評価は向上
している。コロナ禍以前の
生活に戻りつつあり、生徒
からの挨拶の声も聞かれる
ようになっている。
　今後は、ただ挨拶をする
だけではなく、「質を伴っ
た挨拶」ができる生徒に育
てていくことが大切であ
る。先ずは教職員が「質を
伴った挨拶」を生徒に行っ
ていくよう心がけていきた
い。

生徒指導
課
全学年

　昨年度のアンケート結果を、生徒、
保護者、教職員の対象別に見ると、肯
定的評価は、生徒及び保護者では８割
を超える結果であったが、常に生徒と
接している教職員の評価は７５％にと
どまった。
　生徒の自由記述には「挨拶の向上・
強化をはかりたい」等の意見が多数見
受けられ、挨拶に対する生徒の意識の
高さは感じられる。

② 生徒指導が主体となり、公安委員・
生徒会執行部と協力しながら遅刻０
の徹底を推進していく。

生徒指導
課
特活指導
課

　これまでの反省を踏まえ昨年度は、
担任と協力して保護者等への連絡を徹
底した成果として１１１日となった。
　今年度も担任と連絡を密にとり１３
０日以上を目標に指導したい。

令和５年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

２ ビジネスマナー教育、
実践教育、国際理解教
育、おもてなし教育の
更なる充実に取り組
む。

① 相手の顔と目を見てさわやかな、相
手に伝わる挨拶を日常的に実践し、
社会に貢献できる生徒の育成に取り
組む。

評価がＣ・Ｄの場
合、運営方法を検
討

金商デパート終
了時に、全生徒
にアンケート調
査

重点目標 具体的取組

【成果指標】
年間を通じて遅
刻をせず、始業
時間を守ってい
る。

遅刻０の日が年間を通じて、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

年間を通じて調
査



No.3

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である
Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

石川県立金沢商業高等学校

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
１年　【８６】％

　進路説明会や分野別ガイ
ダンスなどの進路行事を通
してコース選択を含めた進
路を考える機会を設定する
ことができている。
　今後とも学年団と連携を
図り、様々な機会を捉え、
進路決定につながる講話等
を生徒に行うとともに、家
庭内においても進路につい
てしっかりと話し合えるよ
う資料提供等を考えていき
たい。

評価：【　Ｂ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
３年　【９０】％

　コロナ禍の影響を受ける
こともなく、今年度はガイ
ダンスや面接指導を予定通
り実施することができてい
る。本校ＯＢとのパネル
ディスカッションや県主催
の「高校生のための企業ガ
イダンス」に参加すること
も希望職種を明確にする一
助となっている。
　求人票の取扱いについて
はネット上から閲覧できる
ようにしており、利便性が
向上している。

② 進学希望者に対して、ガイダンスや
補習を計画的に実施し、早期から志
望分野・志望校への進学意識を高め
る。

進路指導
課
（就職）
３学年

　昨年度は求人受付件数がコロナ前ま
で回復し、進路行事も概ね予定どおり
実施することができた。求人情報をＷ
ｅｂで閲覧できるようにしたことで、
企業情報をより調べやすくなった。

【成果指標】
就職希望者にお
いて、進路実現
に向けて具体的
な取り組みがで
きている。

就職希望者において、ガイダンスや面接
指導を通じて希望の職種・業種への進路
実現を達成できたという生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
３年生就職希望
の生徒を対象に
アンケート調査

③ １年生に対して、進路ガイダンスや
総合的な探究の時間を通じて、就職
や進学についての理解を深めさせ、
進路への見通しを持たせる。

進路指導
課
１学年
２学年

　進路説明会や分野別ガイダンスな
ど、進路行事は概ね実施できた。しか
し、まだ２割を超える生徒が具体的な
進路を設定できていない。

令和５年度　自己評価計画書（中間評価）

評価：【　Ｄ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
２年　【７８】％
３年　【８６】％

　進路ガイダンスにおいて
生徒に示す内容がマンネリ
化しており、推薦入試等の
情報提供が不足している。
今後のガイダンスの内容を
見直し、長期的な視点を
持って受験勉強に取り組む
必要性に気づかせる。
　また、商業高校として幅
広いキャリア教育を行い、
志望分野や志望校選びにつ
なげていく。

重点目標 具体的取組

３ 生徒の希望する進路実
現へ向けて、各学年に
応じた計画的なキャリ
ア教育に取り組む。

① 就職希望者に対して、企業ならびに
同窓生と連携を深め、各種ガイダン
ス機能の充実と希望企業への実践的
な面接指導を実施し、進路実現を図
る。

【成果指標】
１年生におい
て、希望する進
路に向けた具体
的な進路希望を
設定することが
できている。

進路の実現に向けて、具体的な進路希望
が設定できたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
１年生の生徒対
象にアンケート
を調査

進路指導
課
（進学）
２学年
３学年

　３年生には具体的な事例を示しての
情報提供を心がけ、生徒が見通しを
持って進路を決定し、受験に臨むこと
ができた。一方で、行事の関係で進路
指導の時間をあまり取れなかった２年
生の評価は低かった。

【成果指標】
進学希望者にお
いて、長期的な
視点を持って、
受験勉強に取り
組み、学力向上
に努めている。

進学希望者において、長期的な視点を
持って、受験勉強に取り組み、学力を向
上させることができたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
２・３年生進学
希望の生徒を対
象にアンケート
調査



No.４

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９部以上である
Ｂ　８部である
Ｃ　７部である
Ｄ　７部未満である

Ａ　５競技以上である
Ｂ　４競技以上である
Ｃ　３競技である
Ｄ　２競技以下である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

Ａ　９８％以上である
Ｂ　９５％以上である
Ｃ　９０％以上である

Ｄ　９０％未満である

Ａ　１００％である
Ｂ　９５％以上である
Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　１００％である
Ｂ　９５％以上である
Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

　避難経路及び避難場所を
生徒自身が理解できるよ
う、教室に掲示する避難経
路図を生徒目線のものに変
更した。後期に予定してい
る避難訓練においては、消
防など関係団体から指導・
助言を受けながら、生徒に
安全で速やかな避難行動や
適切な判断ができる力を身
に付けさせたい。

【努力指標】
いじめの未然防
止に向け、校内
巡視や情報の交
換・共有を意識
的に行ってい
る。

評価がＣ・Ｄの場
合、啓発活動など
の改善策を実施

年度末に全生徒
を対象にアン
ケート調査

　避難訓練については、適宜実施して
いるが、生徒には非常災害時を想定
し、安全で迅速に避難する力を身に付
けさせる必要がある。

【努力指標】
非常災害発生時
の避難経路と避
難場所を理解
し、避難訓練に
参加できてい
る。

避難経路と避難場所を理解し、避難訓練
に参加している生徒の割合が、

　肯定的評価は１００％であったが、
今後もいじめの発生要因への理解促進
に努め、未然防止へ向けて日常的に行
動できる教員の増加に繋げていきた
い。

いじめの未然防止に向け、意識的に行動
をしている教員の割合が、

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

⑤ 「石川県いじめ防止基本方針」に則
り、いじめを起こさない学校づくり
に努める。

全教職員

⑥ 生徒の安全確保を図るため、実践的
な安全教育を推進する。

総務課
全学年

４ 心身の健康と豊かな人
間性の育成に向けて、
部活動、特別活動、安
全教育等の更なる充実
に取り組む。

① 運動部の県大会において、優勝を目
指す。

特活指導
課

④ 校舎内の清掃をきちんと行い、ゴミ
の分別をきちんと行う意識を全生徒
が持ち、自主的に行動することを目
指す。

保健環境
課

評価がＣ・Ｄの場
合、啓発活動など
の改善策を実施

前期、後期に全
教職員を対象に
アンケート調査

③ 各種委員会･生徒会活動及びボラン
ティア活動等の充実と活性化を目指
す。

特活指導
課

　新型コロナの影響で、一昨年度から
地域行事が減少しているため、ボラン
ティア活動の機会自体が少なくなって
いる。その中でも幾つかの部活動は学
校周辺の清掃や除雪など実施してい
る。

【成果指標】
各種委員会･生
徒会活動及びボ
ランティア活動
に自主的に取り
組めた。

各種委員会･生徒会活動及びボランティア
活動に自主的に取り組んだ生徒の割合
が、

② 文化部・商業部の県大会（総文･新
人）において団体優勝が、のべ４競
技以上を目指す。

特活指導
課
商業科

　高文連商業部競技大会の総文・新人
において、昨年度、団体優勝すること
ができたのは、珠算、電卓、ワープロ
の３競技である。令和元年度までは、
情報処理と簿記でも優勝していたが、
近年、その２競技においては団体優勝
を逃している。

【成果指標】
ベスト４以上の
部活動が、目標
を上回ることが
できた。

県大会でベスト４以上の運動部が、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

大会報告書によ
る調査

評価：【　Ｄ　】

ベスト４以上
　　：【５】部

　春季大会や県総体におい
て、女子バレーボールが優
勝、少林寺拳法が第２位、
男子バレーボール、ハンド
ボール、テニスが第３位の
成績を収めることができ
た。ベスト８で惜しくも敗
退の部活動もあるので新人
大会に期待したい。

令和５年度　自己評価計画書（中間評価）
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

　県大会においてベスト４以上の成績
を収めることができた部活動数は、令
和元年度～４年度は９、平成３０年度
は１０である。

評価：【　Ａ　】

前期教職員による学校
評価アンケート
肯定的評価の割合
【９８】％

　いじめの未然防止の取組
は、生徒が安心して学校生
活を送るための基盤であ
る。肯定的評価が１００%
となるよう、教職員の意
識・行動をさらに高めてい
きたい。

評価がＣ・Ｄの場
合、活動内容や取
り組み方を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
全体　【８３】％
１年　【８６】％
２年　【８０】％
３年　【８３】％

　前期には体育祭など学校
行事において生徒会を中心
にしっかりと活動ができ
た。ボランティアにおいて
も、部活動を中心に学校周
辺の清掃などで実施してい
る。後期の活動にも期待し
たい。

評価：【　Ａ　】

前期生徒による学校評
価アンケート
肯定的評価の割合
全体　【９８】％
１年　【９７】％
２年　【９８】％
３年　【９９】％

　清掃は概ね良好に実施さ
れているが、教室、トイ
レ、更衣室等、使用頻度の
高い場所の清掃を更に徹底
させる。
　ゴミの分別についても概
ね良好であるが、燃やすゴ
ミの中にペットボトルや空
き缶等が混ざっていること
が僅かに見られる。ゴミ分
別の意識をさらに高めてい
きたい。

【成果指標】
団体での優勝
が、目標を上回
ることができ
た。

県大会（総文および新人）で団体優勝を
する競技が、延べ、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

大会報告書によ
る調査

評価：【　Ｃ　】

団体優勝
　　：【３】競技

　県総文の演劇合同発表会
において演劇部が最優秀賞
および創作脚本賞を受賞す
ることができた。高文連商
業部競技大会においては、
珠算、電卓、ワープロ競技
で団体優勝することができ
た。また、ＥＳＳが第２位
の成績を収めている。
　新人大会においては優勝
する競技数が増加すること
を期待したい。

【成果指標】
美化委員及びト
イレの清掃係を
中心に清潔な環
境の維持に努
め、ゴミ分別の
意識を高めるこ
とができた。

清掃をきちんと行い、ゴミの分別をしっ
かりできる生徒の割合が、

　清掃については、概ね良好に実施さ
れているが、監督する教員不足のため
場所によっては清掃が徹底しない状況
が続いている。また、近年、コロナウ
イルス感染症予防の観点から教員が
行っていたゴミ回収の作業を、美化委
員会に戻していきたい。

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討



No.５

肯定的評価＝アンケートの回答Ａ＋Ｂ

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 評価・集計結果 前期の成果と後期への課題

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である
Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ａ　０人である

Ｂ　１～３人である
Ｃ　４～６人である

Ｄ　７人以上である

6 教職員の多忙化改善に
向けて、業務内容の精
選と遂行方法の改善に
取り組む。

働き方改革の趣旨に則り、業務改善
に努め、教職員の時間外勤務時間の
短縮に繋げる。

全教職員 　時間外勤務の内容を見ると、一年を
通じて部活動指導・大会引率、年度当
初はコロナ対応、１０、１１月は金商
デパート準備、修学旅行引率などその
時期固有の行事に伴うものが多かっ
た。
　教員の仕事の性質上、ある時期に業
務量が多くなるのはやむを得ない面も
あるが、特定の個人への業務量の偏り
をなくすこと、年間を通じて業務過多
となる教員が出ないことを心掛けた
い。

【成果指標】
１月当たりの平
均時間外勤務時
間が８０時間を
超える教職員数
の削減ができ
た。

年間の時間外勤務時間が、平均して月８
０時間を超える教職員の数が、年間で、

総務課
各学年

　本校の教育活動や生徒状況等につい
て、定期的に情報を発信しているが、
細やかで、タイムリーな情報発信が必
要である。

【成果目標】
本校の教育活動
や生徒状況等の
理解に役立つ最
新の情報を提供
する。

「配付物やホームページ等による情報
が、教育活動の理解や生徒状況の把握に
役立つ」と評価した保護者の割合が

評価がＡ以外の場
合、対策を検討

毎月の時間外勤
務時間記録の集
計結果

評価：【　Ｂ　】

４月～８月における時
間外勤務時間が、平均
して月８０時間を超え
るの教職員数
【 １ 】人

　時間外勤務時間８０時間
超えの主な要因は、年度始
めの業務準備と部活動指導
であった。後者について
は、年間を通して適切な勤
務時間になるよう努力して
いきたい。また、業務の平
準化に努めるとともに、削
減できる業務がないか見直
しをかけていきたい。

評価：【  Ｂ  】

前期保護者による学校
評価アンケート
肯定的評価の割合
【８７】％

　前期はホームページの充
実を図り、各種学校行事の
情報をリアルタイムに掲載
するとともに学年通信を定
期的に掲載することで概ね
肯定的な評価を得たと考え
ている。後期は金商デパー
トの情報等を中心に、ＰＴ
Ａとも協力し会報の発行や
タイムリーな情報発信に努
めていきたい。

評価がＣ・Ｄの場
合、取り組みの方
法を検討

前期、後期に保
護者を対象にア
ンケート調査

石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

5 開かれた学校づくりに
向けて、教育活動の成
果の積極的な発信に取
り組む。

学校行事や特色ある教育活動等につ
いて、生徒・保護者・地域から求め
られる情報を、ホームページ、広報
誌やＰＴＡ活動等を通じて発信す
る。

令和５年度　自己評価計画書（中間評価）


